幼稚園児の登園後の移行に関する研究―スムーズな移行を支える動線に着目して― by 山本 聡子







入園・進級などライフステージ上の移行が多く取り上げられている。多くが 4 月から 1 学
期の間など、入園・進学後の一定期間を対象とし、その期間に生活にある程度慣れ、仲間
関係や保育者・教師との信頼関係ができて園生活を楽しめるようになる様子を明らかにし

























































　観察協力園は、A 市内私立 A 幼稚園である。この園では、保護者の付き添いによる個
別の登園（自家用車、自転車、徒歩などによる登園）と、集合場所まで保育者が迎えに行
き、そこで保護者と子どもが離れて保育者とともに集団で登園するグループ登園の、2 種







































図 1　 A 幼稚園配置図
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　園全体の大まかな配置は図 1 のとおりである。子どもたちは、図 1 の教会と教会ホール
の間の正門から登園してくる。保護者の付き添いによる登園の場合、正門の正面の出入り
口（全園児共通の玄関）の手前あたりで保護者と子どもが離れる。
　観察対象としたクラスは、平成 X 年度の年中組 34 名（男児 24 名、女児 10 名）、平成




　平成 X ＋ 1 年 2 月 3 月、5 〜 7 月に、週 2 回程度計 19 日間の観察を実施した。登園開




















続くロッカーが置かれている廊下の様子は写真 2、写真 3 のようになっている。
写真 ₂　保育室西側（シールの机、水筒かご等）
写真 ₃　玄関からの廊下、リュックを置くロッカー
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*Nagoya Ryujo Junior College
A Study about the Transition
after Attendance of Kindergarten and Child Care :
Focusing on the Line of Flow for Smooth Transition
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　本稿では、登園後の移行プロセスにおいて、入室後の動線がもたらす影響につ
いて、幼稚園での登園後の身支度場面を観察して得られたエピソードをもとに考
察した。その結果、身支度の最初に定まった場所と手順を置くことで安心でき、
また、登園直後の子ども同士で顔を合わせる場となる＜「ほっと一息」の場とし
ての「お支度机」＞、身支度のために移動する動線上で、すでに遊び始めている
子どもたちを目にすることで、身支度を終えた後の遊びへの見通しを持つことに
つながる＜展望形成につながる「あっちこっち」＞、ゆるく限られたエリアから
遊び始めている友達とかかわることによって身支度を進める意欲につながる＜行
動を促進する「浅い接触」＞という特徴を持つことが明らかになった。

